
有機ＪＡＳ制度について

１．制度の概要

ＪＡＳ法に基づき、「有機ＪＡＳ規格」に適合した生産が行わ

れていることを登録認定機関が検査し、その結果、認定された

事業者のみに「有機ＪＡＳマーク」の使用を認める制度。

２．有機農産物ＪＡＳ規格

諸外国と同様に、コーデックス(食品の国際規格を定める機関)

のガイドラインに準拠して、以下のとおり定めている。

○化学肥料や農薬の使用を避けることが基本

○堆肥等で土作りを行い、種まき又は植え付けの前２年以上、

禁止された農薬や化学肥料を使用していないほ場で栽培

○遺伝子組換え技術を使用しない

○使用可能な資材（農薬、化学肥料等）は限定 など

３．名称の表示規制

農産物及び農産物加工食品については、有機ＪＡＳマークが

付されたものでなければ、「有機○○」と表示できない。

【参考】有機ＪＡＳマーク

認定機関名


